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泉
福
寺
（
甲
賀
市
水
口
町
泉
）
所
蔵

木
造
四
天
王
立
像
に
つ
い
て

和

澄

浩

介

一
、
は
じ
め
に

甲
賀
市
水
口
町
泉
に
所
在
す
る
泉
福
寺
は
伝
教
大
師
最
澄
の
創
建
と
さ
れ
る
天
台

宗
寺
院
で
、
か
つ
て
は
泉
寺
と
も
呼
ば
れ
た
。
寺
伝
に
よ
る
と
当
寺
の
本
尊
地
蔵
菩

薩
半
跏
像
は
、
仏
師
定
朝
が
京
都
壬
生
寺
や
木
ノ
本
浄
信
寺
の
本
尊
を
手
掛
け
た
こ

と
を
契
機
に
造
立
し
た
と
さ
れ
る
。本
尊
像
は
十
三
世
紀
の
造
立
と
考
え
ら
れ
る
が
、

当
寺
に
は
こ
の
他
に
も
複
数
の
古
像
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
）
に
滋
賀
県
が
実
施
し
、当
時
の
水
口
町
が
調
査
し
た
美
術
工
芸
品
（
彫

刻
）
実
態
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
詳
細
な
調
査
は
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
度
幸
い
に
も
こ
れ
ら
の
像
に
つ
い
て
精
査
の
機
会
を
得
ら

れ
、
そ
の
詳
細
が
判
明
し
た
た
め
、
こ
こ
に
も
っ
と
も
古
様
を
示
す
四
天
王
像
（
以

下
本
四
天
王
像
と
呼
称
す
る
）
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
交
え
報
告
す
る（

一
）。

左

脇
壇
（
向
か
っ
て
右
）
左
方
に
広
目
天
、
右
方
に
増
長
天
、
本
尊
の
厨
子
を
据
え
る

堂
中
央
の
須
弥
壇
を
挟
ん
で
右
脇
壇
左
方
に
多
聞
天
、右
方
に
持
国
天
を
安
置
す
る
。

本
稿
で
は
便
宜
上
、
も
っ
と
も
左
方
の
広
目
天
像
か
ら
順
に
記
述
す
る（

二
）。

二
、
形
状

広
目
天
像

単
髻
を
結
う
。
こ
め
か
み
付
近
に
炎
髪
を
逆
立
て
る
。
鬢
髪
を
耳
中
央
で
巻
き
込

む
。
炎
髪
を
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
前
頭
部
に
三
角
形
の
冠
を

あ
ら
わ
す
。
天
冠
台
は
炎
髪
よ
り
前
方
は
紐
一
条
―
列
弁
と
し
、
後
方
は
無
文
と
す

る
。
銅
製
の
宝
冠
、
冠
繒
を
着
け
る
。
領
巾
と
肩
甲
を
着
け
る
。
胸
甲
と
腹
甲
を
ベ

ル
ト
と
紐
で
締
め
、
前
盾
と
腰
甲
を
帯
で
締
め
る
。
鰭
袖
と
大
袖
の
衣
、
籠
手
を
着

け
る
。
下
半
身
に
裳
、
裙
、
脛
当
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
天
衣
は
前
盾
の
前
を
Ｕ
字

に
横
切
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
か
り
先
端
を
垂
下
す
る
。
瞋
目
閉
口
し
、
頭
部
を
や

や
右
下
に
傾
け
、
右
手
に
持
っ
た
筆
を
見
る
。
右
手
は
肘
を
張
り
、
胸
の
高
さ
で
筆

を
執
る
。
左
手
は
屈
臂
し
て
後
方
に
引
き
、
掌
を
や
や
内
に
向
け
て
腹
の
高
さ
で
巻

子
を
執
る
。
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足
を
踏
み
出
し
、
邪
鬼
の
上
に
立
つ
。

邪
鬼
は
閉
口
し
て
頭
部
を
左
に
向
け
、
四
肢
を
折
り
曲
げ
て
岩
座
上
に
伏
せ
る
。

増
長
天
像

単
髻
を
結
う
。
こ
め
か
み
付
近
に
炎
髪
を
逆
立
て
る
。
炎
髪
は
耳
上
半
を
覆
う
。

炎
髪
を
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
前
頭
部
に
三
角
形
の
冠
を
あ
ら

わ
す
。
天
冠
台
は
紐
一
条
―
列
弁
と
す
る
。
銅
製
の
宝
冠
、
冠
繒
を
着
け
る
。
領
巾

と
肩
甲
を
着
け
る
。
胸
甲
と
腹
甲
は
円
環
で
結
節
し
た
ベ
ル
ト
と
紐
で
締
め
る
。
獅

噛
を
あ
ら
わ
す
前
盾
と
腰
甲
を
帯
で
締
め
る
。
鰭
袖
と
先
端
を
結
ん
だ
大
袖
の
衣
、

籠
手
を
着
け
る
。
下
半
身
に
裳
、
裙
、
脛
当
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
天
衣
は
前
盾
の

前
を
Ｕ
字
に
横
切
り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
か
り
先
端
を
垂
下
す
る
。
瞋
目
閉
口
し
、

右
方
を
見
る
。
右
手
は
腰
に
当
て
る
。
左
手
は
振
り
上
げ
て
戟
を
執
る
。
腰
を
右
に

捻
り
、
左
足
を
上
げ
て
邪
鬼
の
頭
部
を
踏
み
、
右
足
で
邪
鬼
の
臀
部
を
踏
む
。

邪
鬼
は
開
口
し
て
頭
部
を
左
と
し
、
正
面
を
向
く
。
左
手
で
頬
杖
を
突
き
、
右
手
、
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両
足
を
曲
げ
て
岩
座
上
に
伏
せ
る
。

多
聞
天
像

単
髻
を
結
う
。
こ
め
か
み
付
近
に
炎
髪
を
逆
立
て
る
。
炎
髪
を
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、

他
は
平
彫
り
と
す
る
。
前
頭
部
に
三
角
形
の
冠
を
あ
ら
わ
す
。
天
冠
台
は
無
文
と
す

る
。
銅
製
の
宝
冠
、
冠
繒
を
着
け
る
。
領
巾
と
肩
甲
を
着
け
る
。
胸
甲
と
腹
甲
を
紐

で
締
め
る
。
前
盾
と
腰
甲
を
帯
で
締
め
る
。
鰭
袖
と
大
袖
の
衣
、
籠
手
を
着
け
る
。

下
半
身
に
裳
、
裙
、
脛
当
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
天
衣
は
前
盾
の
前
を
Ｕ
字
に
横
切

り
、
腰
帯
の
左
右
に
か
か
り
先
端
を
垂
下
す
る
。
瞋
目
閉
口
し
、
わ
ず
か
に
う
つ
む

く
。
右
手
は
振
り
上
げ
て
戟
を
執
り
、
左
手
は
屈
臂
し
て
胸
の
高
さ
で
宝
塔
を
捧
げ

る
。
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
遊
脚
と
し
て
邪
鬼
を
踏
ん
で
立
つ
。

邪
鬼
は
開
口
し
て
頭
部
を
右
と
し
、
正
面
を
向
く
。
右
手
は
握
っ
て
顔
の
下
に
添

え
、
左
手
は
伸
ば
し
て
両
足
を
曲
げ
て
岩
座
上
に
伏
せ
る
。

持
国
天
像

単
髻
を
結
う
。
こ
め
か
み
付
近
に
炎
髪
を
逆
立
て
る
。
鬢
髪
を
耳
上
部
で
巻
き
込

む
。
炎
髪
を
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
前
頭
部
に
三
角
形
の
冠
を

あ
ら
わ
す
。
天
冠
台
は
現
状
ほ
ぼ
無
文
だ
が
、
一
部
に
紐
二
条
―
列
弁
と
し
た
痕
跡

が
あ
る
。
銅
製
の
宝
冠
、
冠
繒
を
着
け
る
。
領
巾
と
肩
甲
を
着
け
る
。
胸
甲
と
腹
甲

を
紐
で
締
め
、
前
盾
と
腰
甲
を
帯
で
締
め
る
。
鰭
袖
と
先
端
を
結
ん
だ
大
袖
の
衣
、

籠
手
を
着
け
る
。
下
半
身
に
裳
、
裙
、
脛
当
を
着
け
、
沓
を
履
く
。
天
衣
は
腰
帯
の

直
下
を
横
切
り
、
左
右
に
か
か
り
先
端
を
垂
下
す
る
。
瞋
目
開
口
し
、
頭
部
を
左
に

振
る
。
右
手
は
振
り
上
げ
て
三
鈷
杵
を
執
り
、
左
手
は
腰
に
当
て
て
納
刀
し
た
刀
の

鞘
を
執
る
。
腰
を
左
に
捻
り
、
右
足
を
上
げ
て
邪
鬼
の
頭
部
を
踏
み
、
左
足
で
邪
鬼

の
臀
部
を
踏
む
。

邪
鬼
は
閉
口
し
て
頭
部
を
右
と
し
、右
斜
め
前
方
を
向
く
。
両
手
で
頬
杖
を
突
き
、

足
を
曲
げ
て
岩
座
上
に
伏
せ
る
。

三
、
品
質
・
構
造

広
目
天
像

一
木
造
。
彫
眼
。
古
色
仕
上
げ
。

頭
体
幹
部
を
、
木
心
を
籠
め
た
ヒ
ノ
キ
か
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
か
ら
彫
出

す
る
。
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
木
心
は
像
の
や
や
前
方
を
通
り
、面
部
で
は
外
れ
る
。

背
面
、
右
腰
脇
な
ど
に
板
材
を
矧
ぐ
。
両
腕
は
肩
、
肘
、
手
首
で
矧
ぐ
。
両
足
先
に

別
材
を
矧
ぐ
。
翻
る
袖
部
、
天
衣
垂
下
部
に
別
材
を
矧
ぐ
。

邪
鬼
は
木
心
を
左
後
方
に
外
す
か
と
思
わ
れ
る
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
右
腰
か
ら

左
足
先
に
か
け
て
、
左
手
、
左
頬
な
ど
に
別
材
を
矧
ぐ
。

増
長
天
像

一
木
造
。
彫
眼
。
古
色
仕
上
げ
。

頭
体
幹
部
を
、
木
心
を
籠
め
た
ヒ
ノ
キ
か
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
か
ら
彫
出

す
る
。
木
心
は
像
の
や
や
後
方
を
通
る
。
腰
下
か
ら
膝
付
近
に
か
け
て
内
刳
り
を
施

し
、
背
板
を
当
て
る
。
両
腕
は
肩
、
肘
、
手
首
で
矧
ぐ
。
両
足
先
に
別
材
を
矧
ぐ
。

翻
る
袖
部
、
天
衣
垂
下
部
に
別
材
を
矧
ぐ
。
左
脚
部
や
右
腰
脇
部
に
も
別
材
を
矧
ぐ

か
。邪

鬼
は
ほ
ぼ
全
て
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

多
聞
天
像

一
木
造
。
彫
眼
。
古
色
仕
上
げ
。

頭
体
幹
部
を
、
木
心
を
前
方
に
外
し
た
ヒ
ノ
キ
か
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
か

ら
彫
出
す
る
。
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
両
腕
は
肩
、
肘
、
手
首
で
矧
ぐ
。
両
足
先
、

天
衣
垂
下
部
に
別
材
を
矧
ぐ
。
翻
る
袖
部
、
左
腰
の
張
り
出
し
部
な
ど
に
別
材
を
矧

ぐ
か
。

邪
鬼
は
左
手
指
先
以
外
の
全
体
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
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持
国
天
像

一
木
造
。
彫
眼
。
古
色
仕
上
げ
。

頭
体
幹
部
は
ヒ
ノ
キ
か
と
思
わ
れ
る
針
葉
樹
の
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。
木
心
は
左

前
方
に
わ
ず
か
に
籠
め
る
か
。
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
両
腕
は
肩
、
肘
、
手
首
で
矧

ぐ
。
右
大
腿
部
か
ら
脛
部
に
か
け
て
一
材
を
矧
ぐ
か
。
両
足
先
、
天
衣
垂
下
部
に
別

材
を
矧
ぐ
。
翻
る
袖
部
、
左
腰
の
張
り
出
し
部
な
ど
に
別
材
を
矧
ぐ
か
。

邪
鬼
は
全
体
を
一
材
か
ら
彫
出
す
る
。

四
、
保
存
状
態

広
目
天
像

両
肩
以
下
、
左
足
先
、
天
衣
垂
下
部
、
持
物
、
光
背
、
岩
座
以
下
、
銅
製
装
飾
、

以
上
後
補
。
邪
鬼
は
別
材
部
候
補
。

増
長
天
像

右
肘
以
下
、
左
肩
以
下
、
左
足
先
、
天
衣
垂
下
部
、
持
物
、
光
背
、
岩
座
以
下
、

銅
製
装
飾
、
以
上
後
補
。

多
聞
天
像

両
肩
以
下
、
両
足
先
、
天
衣
垂
下
部
、
持
物
、
光
背
、
岩
座
以
下
、
銅
製
装
飾
、

以
上
後
補
。
邪
鬼
は
左
手
指
先
後
補
。

持
国
天
像

右
肘
以
下
、
左
肩
以
下
、
両
足
先
、
天
衣
垂
下
部
、
持
物
、
光
背
、
岩
座
以
下
、

銅
製
装
飾
、
以
上
後
補
。

そ
の
他
、
い
ず
れ
の
像
も
頭
髪
、
天
冠
台
、
面
部
、
衣
文
、
甲
の
縁
、
獅
噛
な
ど

の
細
部
を
中
心
に
後
世
の
彫
り
直
し
が
入
る
。

五
、
考
察

泉
福
寺
は
、『
山
中
文
書
』（
神
宮
文
庫
蔵
）
中
の
「
柏
木
御
厨
年
貢
注
進
目
録
」（
元

徳
三
年
・
一
三
三
一
）
に
み
え
る
泉
寺
が
そ
の
前
身
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
寺
が

所
在
す
る
甲
賀
市
水
口
町
泉
は
、
国
道
一
号
線
や
野
洲
川
右
岸
に
沿
っ
て
湖
南
市
と

接
す
る
。
周
辺
は
野
洲
川
右
岸
に
迫
っ
た
山
裾
が
後
退
し
、
小
さ
な
盆
地
を
形
成
し

て
い
る
。
北
側
の
丘
陵
部
に
は
、
県
指
定
史
跡
東
罐
子
塚
古
墳
、
西
罐
子
塚
古
墳
を

含
む
泉
古
墳
群
と
泉
古
窯
跡
な
ど
古
墳
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
古
代
寺
院
の
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
古
く
か
ら
開
発
が
進
ん

だ
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
京
都
か
ら
東
に
抜
け
る
場
合
、
泉
の
地
は
盆
地

の
入
口
に
当
た
り
交
通
の
要
衝
と
さ
れ
、
近
世
に
は
東
海
道
の
渡
し
で
あ
る
横
田
川

（
野
洲
川
）
の
渡
が
設
置
さ
れ
た
。

泉
寺
と
称
さ
れ
た
泉
福
寺
は
、
そ
の
寺
名
か
ら
も
泉
の
中
心
的
な
寺
院
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
本
四
天
王
像
の
他
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
十
二
世
紀
）、
本
尊
地
蔵
菩

薩
半
跏
像
（
重
文
・
十
三
世
紀
）
な
ど
の
古
像
が
伝
来
す
る
。
ま
た
、
境
内
に
は
治

安
三
年
（
一
〇
二
三
）
に
勧
請
さ
れ
た
と
伝
わ
る
十
禅
師
社
（
現
日
吉
神
社
）
が
鎮

座
し
、
永
正
十
二
年
（
一
五
一
五
）
年
の
銘
を
有
す
る
木
造
狛
犬
が
現
存
す
る
。
泉

福
寺
は
こ
の
日
吉
神
社
の
存
在
か
ら
も
、
長
く
天
台
宗
寺
院
と
し
て
の
法
灯
を
引
き

継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
四
天
王
像
の
特
徴
と
造
立
年
代

本
四
天
王
像
は
全
体
を
通
し
て
、
頭
髪
や
面
部
の
表
現
、
猪
首
で
あ
る
点
、
腰
回

り
が
太
く
重
心
を
下
方
に
置
く
点
な
ど
が
共
通
し
、
一
具
同
時
期
の
作
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
い
ず
れ
の
像
も
兜
を
被
ら
ず
髻
前
方
に
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三
角
形
の
宝
冠
を
被
り
、
こ
め
か
み
付
近
に
炎
髪
を
立
て
鬢
髪
が
耳
で
巻
き
込
む
頭

部
、
全
体
的
に
太
造
り
の
重
厚
な
作
風
で
、
特
に
腰
回
り
の
張
り
出
し
が
非
常
に
大

き
く
、
下
半
身
に
重
量
感
が
あ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
備
え

る
類
例
を
挙
げ
る
と
、前
者
は
観
心
寺
像
（
大
阪
府
）、若
王
寺
像
（
大
津
市
大
石
中
）、

後
者
は
六
波
羅
蜜
寺
像
（
京
都
府
、
天
暦
五
年
・
九
五
一
も
し
く
は
応
和
三
年
・

九
六
三
）、
法
隆
寺
講
堂
像
（
奈
良
県
、
正
暦
年
間
・
九
九
〇
〜
九
九
五
）
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
例
も
十
世
紀
後
半
の
作
と
さ
れ
、
特
に
前
者
の
特
徴
は
こ

の
期
に
特
有
の
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本
四
天
王
像
も
こ
れ
ら
と
同
時

期
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る
が
、
十
世
紀
中
期
の
六
波
羅
蜜
寺
像
と
比
べ
て
本
四
天
王

像
は
、
各
部
に
彫
り
直
し
が
あ
る
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、
面
部
や
衣
文
の
彫
り
が

浅
く
穏
や
か
に
な
り
、
時
代
の
降
下
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
や
や
足
が
短
く
重

心
が
下
方
に
位
置
す
る
体
形
は
、
法
隆
寺
像
に
よ
り
近
い
。
さ
ら
に
、
両
腕
以
下
が

ほ
と
ん
ど
後
補
で
あ
る
こ
と
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
い
ず
れ
も
腰
の
ひ
ね
り
が
強
く

一
見
動
勢
が
大
き
い
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
静
止
し
た
雰
囲
気
を
表

出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
東
寺
講
堂
四
天
王
像
中
の
持
国
天
像
の
よ
う

に
、
今
に
も
腕
を
振
り
下
ろ
す
か
の
よ
う
な
動
勢
か
ら
、
浄
瑠
璃
寺
像
（
京
都
府
）

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
平
安
時
代
後
期
の
動
き
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
静
的
な
様

式
へ
の
転
換
は
十
一
世
紀
以
降
に
顕
著
に
な
る
も
の
で
、
本
四
天
王
像
は
そ
の
過
渡

期
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
四
天
王
像
中
広
目
天
像
に
見
ら
れ

る
眉
間
の
瘤
状
の
盛
り
上
が
り
や
、持
国
天
像
の
鋭
く
彫
り
込
ん
だ
ほ
う
れ
い
線
は
、

六
波
羅
蜜
寺
像
あ
た
り
か
ら
康
尚
作
の
同
聚
院
不
動
明
王
坐
像
（
京
都
府
、
寛
弘
三

年
・
一
〇
〇
六
）
頃
ま
で
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
木
造
り
で
内
刳
り
を
ほ
と
ん
ど
施
さ
な
い
古
様
な
構
造
も

考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
あ
る
が
、
本
四
天
王
像
の
造
立
時
期
は
十
世
紀
末
か
ら
十
一

世
紀
初
頭
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
本
四
天
王
像
は
い
ず
れ
も
兜
を
被
ら
な
い
が
、
四
天
王
像
の
す
べ
て
の
像
が

兜
を
被
ら
な
い
例
は
十
二
世
紀
以
前
に
は
少
な
い
。そ
の
例
と
し
て
は
清
涼
寺
像（
京

都
府
、
寛
平
八
年
・
八
九
六
頃
）、
禅
定
寺
像
（
京
都
府
、
正
暦
二
年
・
九
九
一
頃
）、

万
福
寺
像
（
島
根
県
）、
観
心
寺
像
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
凉
寺
像
、
万
福
寺
像

が
九
世
紀
末
ま
で
遡
る
が
、
そ
の
後
の
傾
向
を
鑑
み
る
と
、
十
世
紀
後
半
頃
か
ら
増

え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
本
四
天
王
像
も
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
置
け
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

本
四
天
王
像
の
位
置
づ
け

平
安
時
代
以
降
の
四
天
王
像
の
形
勢
に
つ
い
て
は
、阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』

に
説
く
形
式
が
改
変
を
加
え
な
が
ら
も
広
く
伝
播
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
藤
原
良

房
（
八
〇
四
〜
八
七
二
）
発
願
の
延
暦
寺
根
本
中
堂
像
も
こ
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
と

さ
れ
る（

三
）。

ま
た
、
こ
の
根
本
中
堂
像
の
形
勢
も
あ
る
程
度
規
範
性
を
有
し
、
天

台
系
の
寺
院
で
継
承
さ
れ
た
可
能
性
が
説
か
れ
て
い
る（

四
）。

そ
の
特
徴
の
一
例
と

し
て
広
目
天
が
兜
を
被
り
、
上
の
歯
で
下
唇
を
噛
む
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
四

天
王
像
に
は
こ
の
形
式
の
像
は
含
ま
れ
な
い
が
、
他
方
で
本
四
天
王
像
が
造
立
さ
れ

た
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
は
甲
賀
地
域
に
天
台
勢
力
が
波
及
し
た
時
期
と
さ
れ
、
こ

の
期
の
造
立
に
な
る
古
像
を
多
く
伝
え
る
善
水
寺
（
湖
南
市
岩
根
）
や
櫟
野
寺
（
甲

賀
町
櫟
野
）
が
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点（

五
）

は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
永
昌
寺
（
水
口
町
宇
川
）
地
蔵
菩
薩
立
像
、
正
福
寺
（
湖
南
市
正
福
寺
）
大

日
如
来
坐
像
、
長
福
寺
（
甲
賀
町
田
堵
野
）
聖
観
音
菩
薩
坐
像
、
阿
弥
陀
寺
（
甲
賀

町
櫟
野
）
阿
弥
陀
如
来
立
像
、
元
龍
寺
（
甲
賀
町
滝
）
十
一
面
観
音
立
像
な
ど
、
旧

甲
賀
郡
域
に
は
上
記
二
箇
寺
に
伝
来
す
る
当
該
期
の
像
に
共
通
点
を
見
出
せ
る
像
が

多
数
現
存
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、こ
の
地
に
伝
来
す
る
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
の
彫
像
を
考
え
る
時
、

天
台
宗
も
し
く
は
所
謂
延
暦
寺
工
房
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ

の
代
表
格
と
い
え
る
善
水
寺
像
と
本
四
天
王
像
の
間
に
は
そ
こ
ま
で
積
極
的
な
影
響

関
係
を
見
出
し
得
な
い
。
一
方
で
、
延
暦
寺
西
塔
法
華
堂
に
は
本
四
天
王
像
と
腰
回

り
の
張
り
出
し
や
重
厚
な
側
面
観
が
共
通
す
る
十
一
世
紀
後
半
の
四
天
王
像
が
伝
来
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す
る
。
延
暦
寺
像
は
鰭
袖
や
腰
甲
縁
の
花
弁
形
飾
り
な
ど
、
十
二
世
紀
に
向
か
う
華

や
か
さ
が
う
か
が
え
る
が
、
全
体
の
雰
囲
気
と
し
て
は
本
四
天
王
像
の
様
式
の
延
長

線
上
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
期
に
天
台
宗
や
延
暦
寺
の
造
像
を
担
っ
た

仏
師
集
団
に
は
複
数
の
異
な
っ
た
作
風
系
統
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る

が（
六
）、

本
四
天
王
像
と
善
水
寺
像
の
間
に
も
そ
の
よ
う
な
関
係
を
想
定
す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
泉
福
寺
と
同
様
最
澄
創
建
の
伝
承
を
有
す
る
天
台

宗
寺
院
龍
福
寺
（
甲
賀
町
滝
）
に
も
本
四
天
王
像
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
神
将
形
像
が
伝

来
し
て
い
る
が（

七
）、

本
四
天
王
像
と
は
や
や
作
風
を
異
に
し
な
が
ら
、
髻
前
面
に

立
ち
上
が
る
宝
冠
や
こ
め
か
み
付
近
の
炎
髪
、
耳
で
鬢
髪
を
巻
き
込
む
形
式
な
ど
頭

部
の
表
現
が
共
通
し
て
い
る
。
同
時
代
に
お
け
る
形
式
的
流
行
と
も
い
え
る
が
、
前

記
の
よ
う
な
関
係
を
こ
こ
に
求
め
得
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
の
甲
賀
地
域
の
彫
像
に
つ
い
て
一
括
り
に
天
台
宗
の
影
響

下
に
あ
っ
た
と
す
る
の
は
早
計
だ
が
、
天
台
宗
や
延
暦
寺
と
の
影
響
関
係
が
明
ら
か

な
像
と
共
通
点
が
見
出
せ
る
作
例
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
第
一
に
こ
の
点
を
考
慮
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
櫟
野
寺
諸
像
を
造
立
し
た
仏
師
集
団
な
ど
は
比
叡
山
周
辺
か

ら
こ
の
地
に
移
動
し
て
造
像
を
行
い
、
そ
の
後
も
継
続
的
に
造
仏
活
動
を
行
っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る（

八
）。

現
在
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が
え
る
の
は
近
江
国
で
は

甲
賀
の
み
で
あ
り
、
非
常
に
特
徴
的
な
地
域
と
い
え
る
。
本
像
も
そ
の
特
殊
性
の
中

に
当
て
は
め
て
み
る
こ
と
で
、
よ
り
自
然
な
解
釈
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
わ
ず
み

こ
う
す
け
・
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
主
任
学
芸
員
）

註（
一
）

調
査
は
二
〇
二
二
年
三
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
実
施
し
、
筆
者
の
他
左
記
の
各
氏

が
参
加
し
た
。

粂
田
美
佐
登
、
駒
井
文
恵
、
佐
野
正
晴
（
以
上
甲
賀
市
教
育
委
員
会
歴
史
文
化
財
課
）、

桑
原
康
郎
、
髙
梨
純
次
（
以
上
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
）。

な
お
、
撮
影
は
小
池
澄
男
氏
（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
）
が
行
い
、
本
稿
に
掲
載

し
た
図
版
は
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
よ
り
提
供
を
受
け
た
。

（
二
）

法
量
は
左
記
の
と
お
り
。（
数
値
は
㎝
。
足
先
開
は
外
寸
。）

広
目
天
像

像
高
一
〇
五
・
〇
／
髪
際
高
九
五
・
九
／
頂
―
顎
二
二
・
一
／
面
長
一
〇
・
二
／
面
幅

一
〇
・
四
／
耳
張
一
五
・
六
／
面
奥
一
六
・
九
／
肘
張
四
三
・
二
／
袖
張
五
九
・
三
／
胸
奥

（
右
）
一
七
・
四
（
左
）
一
七
・
七
／
腹
奥
一
九
・
八
／
裾
張
二
八
・
四
／
足
先
開
三
一
・
二

邪
鬼

前
後
二
六
・
二
／
左
右
三
八
・
一
／
高
一
二
・
四

増
長
天
像

像
高
一
〇
七
・
二
／
髪
際
高
九
四
・
八
／
頂
―
顎
二
四
・
〇
／
面
長
一
一
・
五
／
面
幅

一
〇
・
六
／
耳
張
一
五
・
七
／
面
奥
一
五
・
六
／
肘
張
五
九
・
〇
／
袖
張
六
八
・
六
／
胸
奥

（
右
）
一
六
・
七
（
左
）
一
七
・
〇
／
腹
奥
二
二
・
五
／
裾
張
三
二
・
六
／
足
先
開
三
六
・
〇

邪
鬼

前
後
二
三
・
七
／
左
右
三
六
・
六
／
高
一
九
・
九

多
聞
天
像

像
高
一
〇
六
・
一
／
髪
際
高
九
二
・
六
／
頂
―
顎
二
四
・
一
／
面
長
一
一
・
一
／
面
幅
九
・

四
／
耳
張
一
七
・
一
／
面
奥
一
六
・
八
／
肘
張
五
一
・
四
／
袖
張
五
八
・
五
／
胸
奥
（
右
）

一
六
・
五
（
左
）
一
七
・
二
／
腹
奥
二
〇
・
六
／
裾
張
二
三
・
五
／
足
先
開
三
〇
・
五

邪
鬼

前
後
二
九
・
〇
／
左
右
三
六
・
五
／
高
一
三
・
二

持
国
天
像

像
高
一
〇
四
・
八
／
髪
際
高
九
二
・
三
／
頂
―
顎
二
四
・
五
／
面
長
一
一
・
五
／
面
幅

一
一
・
四
／
耳
張
一
六
・
三
／
面
奥
一
七
・
四
／
肘
張
五
八
・
七
／
袖
張
六
六
・
四
／
胸
奥

（
右
）
一
八
・
三
（
左
）
一
八
・
七
／
腹
奥
二
一
・
九
／
裾
張
三
四
・
三
／
足
先
開
三
三
・
〇

邪
鬼

前
後
二
一
・
八
／
左
右
三
六
・
三
／
高
二
一
・
四

（
三
）

瀬
山
里
志
「
陀
羅
尼
集
経
様
四
天
王
像
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
展
開
」『
佛
教
藝
術
』
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二
九
三

毎
日
新
聞
社

一
九
九
八
年

（
四
）

松
岡
久
美
子
「
滋
賀
・
善
水
寺
四
天
王
像
に
つ
い
て
―
持
国
天
・
広
目
天
の
二
像
を
中

心
に
―
」『
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
紀
』
七

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

二
〇
〇
一
年

井
上
大
樹
「
六
波
羅
蜜
寺
（
西
光
寺
）
創
建
期
諸
像
に
つ
い
て
」『
美
術
史
』
一
六
〇

美
術
史
学
会

二
〇
〇
六
年

（
五
）

高
梨
純
次
「
甲
賀
谷
の
仏
た
ち
」『
甲
賀
市
史
』
一

古
代
の
甲
賀

甲
賀
市
史
編
さ
ん

委
員
会
編

二
〇
〇
七
年

岩
田
茂
樹
「
甲
賀
の
仏
教
彫
刻
」『
甲
賀
市
史
』
五

信
楽
焼
・
考
古
・
美
術
工
芸

甲
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編

二
〇
一
三
年

（
六
）

岩
田
茂
樹
「
康
尚
時
代
の
延
暦
寺
工
房
を
め
ぐ
る
試
論
―
三
軀
の
観
音
立
像
を
中
心
に

―
」『
学
叢
』
二
〇

京
都
国
立
博
物
館

一
九
九
八
年

松
岡
久
美
子
「
十
・
十
一
世
紀
に
お
け
る
天
台
の
野
洲
川
流
域
進
出
の
一
側
面
」『
テ
ー

マ
展

近
江
の
彫
刻
―
湖
南
・
甲
賀
の
十
・
十
一
世
紀
―
』
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

二
〇
〇
二
年

（
七
）

拙
稿
「
龍
福
寺
（
甲
賀
市
甲
南
町
滝
）
所
蔵

木
造
四
天
王
立
像
」『
滋
賀
県
立
琵
琶
湖

文
化
館
研
究
紀
要
』
三
七

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館

二
〇
二
一
年

（
八
）

註
五
岩
田
前
掲
論
文

泉
福
寺
住
職
安
蔵
玄
周
氏
に
は
調
査
に
お
い
て
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
ま
た
本
稿
へ
の
写
真

掲
載
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



泉福寺所蔵　木造四天王立像　広目天像
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図２　広目天像　左側面

図４　広目天像　頭部正面

図１　広目天像　左斜側面

図３　広目天像　背面



泉福寺所蔵　木造四天王立像　増長天像
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図６　増長天像　左側面

図８　増長天像　頭部正面

図５　増長天像　左斜側面

図７　増長天像　背面



泉福寺所蔵　木造四天王立像　多聞天像
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図10　多聞天像　右側面

図12　多聞天像　頭部正面

図９　多聞天像　右斜側面

図11　多聞天像　背面



泉福寺所蔵　木造四天王立像　持国天像
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図14　持国天像　右側面

図16　持国天像　頭部正面

図13　持国天像　右斜側面

図15　持国天像　背面




